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News!

News!

記
者
に
説
明
す
る
金
森
常
務

「
Ｊ
Ａ
Ｌ
和
牛
お
土
産
サ
ー
ビ
ス
」で

海
外
で
の
和
牛
消
費
拡
大
を
狙
う

米生産・流通の現状について記者説明会
適正価格への理解を求める

全
農
は
10
月
17
日
、
東
京
・
大
手
町
の
J
A
ビ
ル
で
、
農
政
ク
ラ

ブ（
農
林
水
産
省
内
の
記
者
ク
ラ
ブ
）や
農
協
記
者
ク
ラ
ブ
に
所
属

す
る
23
社
29
人
の
記
者
に
対
し
て
、記
者
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
5
年
産
精
米
は
高
温
障

害
に
よ
っ
て
歩
留
ま
り
が
低
下

し
て
い
た
こ
と
や
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
増
加
な
ど
に
よ
り

端は

境ざ
か
い

期き

の
在
庫
が
不
足
し
た
こ

と
で
、
今
夏
は
米
不
足
に
関
す

る
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、

記
者
の
方
々
に
米
の
情
勢
に
関

す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

米
の
生
産
・
流
通
を
テ
ー
マ
と

し
た
記
者
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

全
農
の
米
穀
麦
類
農
産
事
業

担
当
役
員
で
あ
る
金
森
正
幸
常

務
理
事
か
ら
米
を
取

り
巻
く
情
勢
、
流
通
・

価
格
設
定
の
仕
組
み

と
全
農
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
質
疑
応
答
で

は
、来
年
の
端
境
期
に

お
け
る
需
要
動
向
な

ど
多
く
の
質
問
が
出

さ
れ
、米
に
対
す
る
記

者
の
関
心
度
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

全
農
は
今
後
も「
再

生
産
可
能
な
適
正
価

格
」の
理
解
醸
成
に
向

け
て
メ
デ
ィ
ア
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
ま
す
。

米穀部

「ＪＡＬ和牛お土産サービス」開始
19路線22便、海外に持ち出す検疫手続きを代行 JA全農ミートフーズ㈱

Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
㈱
は
10
月
7
日
、
日
本
航
空
㈱（
以
下

J
A
L
）と
協
力
し
、
羽
田
空
港
と
成
田
空
港
発
の
国
際
線
で
、
海

外
へ
の
手
土
産
と
し
て
和
牛
を
提
供
す
る「
Ｊ
Ａ
Ｌ
和
牛
お
土
産

サ
ー
ビ
ス
」を
開
始
し
ま
し
た
。

「
Ｊ
Ａ
Ｌ
和
牛
お
土
産
サ
ー

ビ
ス
」は
和
牛
を
日
本
か
ら
海

外
に
持
ち
出
す
際
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
が

輸
出
検
疫
手
続
き
を
代
行
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
、
現
在
は「
鹿
児

島
黒
牛
」と「
北
海
道
和
牛
」で

展
開
し
て
い
ま
す
。

J
A
L 

グ
ル
ー
プ
で
は
子
会
社

の
㈱
Z
I
P
A
I
R 

To
k
y
o

が
2
0
2
4
年 

1
月
か
ら
同
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
て
お
り
、
今
回

の
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に
よ
っ

て
、
両
社
合
わ
せ
て
羽
田
空

港
・
成
田
空
港
発
の
米
国
線
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
線
計
19
路
線
22

便
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

和
牛
は
政
府
が
推
進
す
る

「
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

拡
大
実
行
戦
略
」の
重
点
品
目

に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
新

た
な
喫
食
機
会
を
創
出

す
る
こ
と
で
、
和
牛
の

魅
力
が
世
界
中
で
認
知

さ
れ
、
海
外
で
も
消
費

が
拡
大
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

J
A
全
農
ミ
ー
ト

フ
ー
ズ
で
は
今
後
も

J
A
L
と
連
携
し
、取
り

扱
う
ア
イ
テ
ム
の
拡
充

な
ど
、同
サ
ー
ビ
ス
の
拡

大
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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News!

News!

新米試食会の様子。生産者と乗
富会長（右から2人目）

稲刈り体験をする報道関係者

「煎茶堂東京」と農協牛乳の
コラボレーション

多数の来場者で大盛況

水田農業の理解へ現地記者会見
適正な価格形成を説明、稲刈り体験や新米試食

福
岡
県
本
部
を
含
む
J
A
グ
ル
ー
プ
福
岡
は
、
農
畜
産
物
の
生

産
・
販
売
現
場
の
現
状
や
農
家
・
J
A
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
、
報
道
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
報
道
機
関
を
対
象
と

し
た
現
地
記
者
会
見
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。10
月
1
日
に

は
J
A
ふ
く
お
か
嘉
穂
で
現
地
記
者
会
見
を
開
催
し
ま
し
た
。

福
岡
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
記
者

を
対
象
に
、「
米
」を
テ
ー
マ
に

稲
刈
り
中
の
圃ほ

場じ
ょ
う

や
老
朽
化
が

進
む
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー（
米
麦
乾
燥
調
製
保
管
施

設
）、J
A
ふ
く
お
か
嘉
穂
の

直
売
所「
か
ほ
兵
衛
の
台
所
」

へ
招
き
、
稲
刈
り
体
験
や
新
米

の
試
食
会
を
行
い
取
材
対
応
し

ま
し
た
。

J
A
福
岡
中
央
会
・
福
岡

県
本
部
運
営
委
員
会
の
乗
富

幸
雄
会
長
は「
報
道
関
係
者
が

農
作
業
を
体
感
す
る
機
会
を
設

け
、米
作
り
の
大
変
さ
を
知
り
、

発
信
し
て
も
ら
う
こ
と
で
消
費

者
へ
の
理
解
促
進
に
つ
な
げ
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

米
不
足
や
精
米
価
格
の
高
騰

が
連
日
報
道
さ
れ
る
中
、生
産
者

は「
稲
作
を
継
続
す
る
た
め
に
は

ま
だ
ま
だ
生
産
コ
ス
ト
を
賄
え

て
い
な
い
」と
生
産
現
場
へ
の
理

解
を
求
め
ま
し
た
。

J
A
グ
ル
ー
プ
福
岡
で
は
、

農
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

正
し
く
報
道
さ
れ
、
消
費
者
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
今
後
も

現
地
記
者
会
見
を
開
催
し
て
い

き
ま
す
。

福岡県本部

東京駅のカフェで「MILK & TEA FAIR」
農協牛乳×国産茶のコラボレーションを1カ月間提供 酪農部

全
農
と
農
林
中
央
金
庫
、
㈱
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ク
ロ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
牛
乳
と
日
本
茶
の
消
費
喚
起
や
飲
み
方
提
案
を
目
的
に
、

10
月
５
日
～
11
月
4
日
の
1
カ
月
間
、
東
京
駅
の
J
A
P
A
N 

R
A
I
L 

C
A
F
E 

T
O
K
Y
O
で
「
M
I
L
K
＆
T
E
A 

F
A
I
R
」を
開
催
し
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
定
番
メ
ニ
ュ
ー

の「
抹
茶
ラ
テ
」や「
ほ
う
じ

茶
ラ
テ
」な
ど
牛
乳
を
使
用
し

た
全
て
の
ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー

を
、
独
自
の
製
法
を
用
い
た

「
す
っ
き
り
後
味
」が
特
徴
の

農
協
牛
乳（
製
造
・
販
売
：
協

同
乳
業
㈱
）で
提
供
し
ま
し
た
。

同
カ
フ
ェ
の
日
本
茶
メ

ニ
ュ
ー
を
監
修
す
る「
煎
茶
堂

東
京
」と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
、「
農
協
牛
乳
で
作
る
濃
厚

ミ
ル
ク
仕
込
み
の
お
茶
ラ
テ
」

や
、お
茶
ラ
テ
に
使
用
す
る「
農

協
牛
乳
の
た
め
の
煎
茶
」を
数

量
限
定
で
販
売
し
ま
し
た
。

店
内
で
は
、
牧
場
の
ジ
オ
ラ

マ
や
乳
牛
の
ぬ
い
ぐ
る
み
、
お

茶
箱
を
設
置
し
、
ス
タ
ッ
フ
も

牛
柄
の
エ
プ
ロ
ン
を
着
用
し

て
、
フ
ェ
ア
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。10
月
5
、6
日
に
は
特
別
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、（
一
社
）日
本
茶

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
協
会
協
力
の
も

と
、
全
国
か
ら
5
社
の
日
本
茶

の
作
り
手
が
集
ま
り
、
農
協
牛

乳
に
合
う
お
茶
ラ
テ
を
提
供
。

2
日
間
で
合
計
約
3
0
0
0
杯

を
提
供
す
る
大
盛
況
の
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。
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News!

News!

鏡
選
手（
右
）と

国
府
田
厚
志
会
長

水
沼
選
手
（
左
）と

中
村
昌
文
県
本
部
長

松
下
選
手
（
右
）と

佐
藤
和
弘
副
本
部
長

三宅専務から作業を教わる
参加者

リンドウの収穫作業を行う参加者

栃木出身パリ五輪選手を「食」で応援
県産米「とちぎの星」や「とちぎ和牛」、梨「にっこり」贈る

栃
木
県
本
部
は
、
今
夏
に
開
催
さ
れ
た
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

2
0
2
4
で
、活
躍
し
た
栃
木
県
出
身
の
鏡
優
翔
選
手（
レ
ス
リ
ン
グ

女
子
76
㎏
級
金
メ
ダ
ル
）、水
沼
尚
輝
選
手（
競
泳
男
子
1
0
0
m
バ
タ

フ
ラ
イ
8
位
）、松
下
友
之
選
手（
競
泳
男
子
4
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー

銀
メ
ダ
ル
）に
県
産
農
畜
産
物
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

9
、
10
月
に
県
庁
で
行
わ
れ

た
鏡
選
手
に
対
す
る「
栃
木
県

民
栄
誉
賞
授
与
式
」と
水
沼
選

手
、
松
下
選
手
に
対
す
る「
栃

木
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
授
与

式
」に
併
せ
て
、「
栃
木
県
産
農

畜
産
物
の
贈
呈
式
」を
行
い
ま

し
た
。
県
本
部
運
営
委
員
会
の

国
府
田
厚
志
会
長
ら
が
各
選
手

へ
県
産
米「
と
ち
ぎ
の
星
」、「
と

ち
ぎ
和
牛
」、県
産
梨「
に
っ
こ

り
」を
手
渡
し
ま
し
た
。

国
府
田
会
長
は「
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
栃
木
県
の
お

い
し
い
農
畜
産
物
で
、
今
後
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
選
手

た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。
選
手

た
ち
は「
栃
木
の
農
畜
産
物
は

本
当
に
お
い
し
く
て
最
高
。
力

に
な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
食
べ

て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

栃木県本部

農業ワーケーションで労働力支援
JAアクセラレーター「Perma Future」と連携 岩手県本部

岩
手
県
本
部
は
、収
穫
時
期
に
集
中
的
に
労
働
力
が
必
要
な
生
産

者
に「
P
パ

ー

マ

e
r
m
a　
Fフ
ュ
ー
チ
ャ
ー

u
t
u
r
e
」が
提
供
す
る
農
業
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
に
よ
る
労
働
力
支
援
を
提
案
し
、9
月
に

J
A
新
い
わ
て
管
内
の
リ
ン
ド
ウ
生
産
者
で
サ
ー
ビ
ス
の
試
験
導

入
を
行
い
ま
し
た
。

「
P
e
r
m
a　
F
u
t
u
re
」

は
J
A
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー

第
6
期
に
採
択
さ
れ
、「
農
業

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン（
W
o
r
k

＋
V
a
c
a
t
i
o
n
の
造
語
：

普
段
の
職
場
と
は
異
な
る
場
所

で
余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を

す
る
こ
と
）」の
機
会
を
提
供
す

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
す
。

J
A
新
い
わ
て
と
連
携
し
、

「
P
e
r
m
a　
F
u
t
u
re
」の

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た
㈱
み
の

り
片
子
沢
の
三
宅
博
都
専
務
か

ら
は「
熟
練
ス
タ
ッ
フ
を
選
花
調

製
作
業
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
、リ
ン
ド
ウ
の
彼
岸
向
け
需

要
期
に
着
実
に
高
値
で
、販
売
す

る
こ
と
が
で
き
た
。参
加
者
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
圃ほ

場じ
ょ
う

・
作
業

場
に
に
ぎ
わ
い
も
生
ま
れ
た
」と

の
評
価
を
得
ま
し
た
。

岩
手
県
が
生
産
数
量
日
本

一
を
誇
る
リ
ン
ド
ウ
は
、
生
産

者
・
選
花
調
製
ス
タ
ッ
フ
の
高

齢
化
に
よ
り
収
穫
が
遅
れ
る
な

ど
、
販
売
機
会
の
喪
失
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
サ
ー
ビ

ス
を
は
じ
め
と
し
た
生
産
基
盤

強
化
に
向
け
て
、
今
後
も
主
要

産
地
へ
の
情
報
共
有
と
水
平
展

開
の
可
能
性
に
つ
い
て
関
係
者

と
協
議
を
進
め
ま
す
。
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News!

News!

青森県社協の高杉会
長（右）に目録を手渡
す笹森副本部長

農
場
H
A
C
C
P
取
得
の
認
証
書
を

掲
げ
る
職
員
（
広
島
県
三
次
市
で
）

「青天の霹靂」10周年で記念イベント
スーパーで抽選会、県内こども食堂85カ所へ贈呈も

青
森
県
本
部
は
10
月
10
～
12
日
、「
青
天
の
霹へ

き
靂れ

き
」デ
ビ
ュ
ー
10
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
、
青
森
市
内
の
ス
ー
パ
ー「
ユ
ニ
バ
ー
ス
」で

開
催
し
ま
し
た
。

期
間
中
に
青
森
県
産
米
を
購

入
し
た
方
を
対
象
に
、
同
店
で

使
え
る
商
品
券
や
県
産
米
パ
ッ

ク
ご
飯
セ
ッ
ト
な
ど
が
当
た
る

抽
選
会
を
行
い
、
新
米「
青
天

の
霹
靂
」の
試
食
も
実
施
し
ま

し
た
。

青
森
県
本
部
で
は
、
県
産
食

材
や
農
業
へ
の
理
解
促
進
を
図

る
た
め
、
食
育
活
動
や
社
会
貢

献
活
動
へ
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

今
回
、
そ
の
一
環
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
10
周
年
の「
青
天
の
霹

靂
」20
㌔
を（
福
）青
森
県
社
会

福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
県
内
の

こ
ど
も
食
堂
85
カ
所
へ
贈
呈
。イ

ベ
ン
ト
内
で
贈
呈
式
を
行
い
ま

し
た
。贈
呈
式
に
は
、県
本
部
の

笹
森
俊
充
副
本
部
長
が
出
席
し
、

青
森
県
社
協
の
高
杉
金
之
助
会

長
へ
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

ま
た
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
は
、

お
米
大
使
と
ク
リ
ー
ン
ラ
イ
ス

レ
デ
ィ
あ
お
も

り
も
登
場
し
、

来
店
客
に
青

森
県
産
米
を

P
R
し
ま
し

た
。

青森県本部

三次CBSが農場HACCPを取得
肉牛出荷までの工程まとめ、衛生・飼育環境も整備 広島県本部

広
島
県
本
部
の
直
営
農
場「
三
次
C
B
S（
キ
ャ
ト
ル
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）」が
9
月
に
農
場
H
A
C
C
P
を
取
得
し
ま
し
た
。農

場
H
A
C
C
P
は
、畜
産
生
産
の
各
工
程
で
危
害
要
因
を
防
止
す
る
管

理
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
、継
続
的
に
監
視
・
記
録
を
行
う
こ
と
で
、農
場

段
階
で
危
害
要
因
や
製
品
の
危
害
汚
染
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
手
法
で
す
。

畜
産
物
の
安
全
性
確
保
と
生

産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
農
場

H
A
C
C
P
の
取
得
に
約
3
年

か
け
て
取
り
組
み
、県
本
部
直
営

農
場「
高
宮
実
験
牧
場
」に
続
い

て
2
つ
目
の
農
場
H
A
C
C
P

取
得
と
な
り
ま
し
た
。

哺ほ

育い
く

牛
と
育
成
牛
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
素も
と

牛う
し

の
導
入
か
ら
出

荷
ま
で
の
一
連
の
工
程
を
文
書

化
し
、食
品
製
造
・
加
工
に
お
い

て
清
潔
で
衛
生
的
な
環
境
の
確

保
の
た
め
、整
備
す
べ
き
要
件
の

構
築
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、農
場
内
の
整
理
整
頓
や

防
疫
対
策
な
ど
の
衛
生
対
策
を

行
い
、職
員
へ
の
農
場
の
衛
生
管

理
や
知
識
を
深
め
る
た
め
の
教

育
・
訓
練
を
徹
底
。安
全
・
安
心

な
素
牛
づ
く
り
を
行
う
た
め
、一

般
的
衛
生
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

準
じ
た
衛
生
対
策
を
行
う
な
ど

牧
場
環
境
整
備
に
努
め
ま
し
た
。

同
農
場
の
林
眞
寿
美
場
長
は

「
生
後
2
週
間
か
ら
9
カ
月
の
牛

の
衛
生
環
境
、飼
育
環
境
を
整
え

る
こ
と
で
、ス
ト
レ
ス
を
与
え
な

い
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
対

応
の
で
き
る
農
場
を
目
指
し
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。
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ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス
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特
　  

集
「JA資材店舗ＣＳ甲子園」は、JA

の資材店舗を中心とした購買拠点活
性化による農家組合員の満足度向上
と資材販売の実績拡大を目的に開催
しており、全農の購買事業部門が実
施する最大規模の大会です。

前身の「JA-POP甲子園」から通算
し、今大会で24回目の開催となります。
今年は、前年を上回る全国43府県 
131JA526店舗が参加し、全549作品
中94作品が受賞しました。また今大会よ
り新設したJA賞は、3JAが受賞しました。

大型陳列部門では茨城県のJA水
戸南部営農資材センター長岡出張
所、簡易陳列部門では秋田県のJA
秋田なまはげ雄和グリーンセンターが
共に初優勝に輝き、工夫したポイント
や思いを発表しました。

店舗の角を利用して水田用の商
品陳列を行った長岡出張所は「話
題の営農情報をPOP（店内広告）で

用いることで職員の提案がスムーズ
になった」と陳列による組合員対応の
効果を紹介しました。床から天井まで
随所に工夫をみせた雄和グリーンセ
ンターは「豊作への“祈り”をテーマ
にインパクトのある売り場を展開し、
陳列商品の実績拡大にもつなげられ
た」と述べました。

新設したJA賞は、JA管内の応募
店舗数、応募率に加えて「職員の知
識・ノウハウ習得・意識向上」につな
がる取り組みの実施状況などを基に
JAを表彰する賞です。

受賞したJAふくしま未来（福島
県）、JAみなみ信州（長野県）、JAお
ちいまばり（愛媛県）は、JA役員が管
内全店舗を採点・表彰する店舗コン
クールや各種スキルアップ研修会な
ど、独自の取り組みを紹介しました。
中でも、大会のエンドロールとして流
したJAおちいまばりが自らの取り組み
をまとめた動画には、会場から大きな
拍手が送られました。

今後も大会を通じて、購買拠点活
性化による組合員満足度の向上と実
績拡大を目指します。

「ＪＡ資材店舗ＣＳ甲子園2024」「ＪＡ資材店舗ＣＳ甲子園2024」
表彰大会を開催表彰大会を開催

～創意工夫あふれる店づくりで組合員の満足度アップ～
全農は10月11日、「JA資材店舗 CS甲子園2024」の表彰大会を都内で開催しました。優勝・準優勝

店舗を含めた受賞12県17JA18店舗が参加し、代表者に表彰状と記念品を手渡しました。 【耕種資材部】

大会受賞者 表彰状授与

大型陳列部門優勝の南部営農資材センター
長岡出張所（JA水戸）

簡易陳列部門優勝の雄和グリーンセンター
（JA秋田なまはげ）

ＪＡおちいまばりの
取り組み

紹介動画はこちら

2024大会の主な表彰店舗
賞 陳列部門 県名 ＪＡ名 店舗名

優 勝
大型 茨城 ＪＡ水戸 南部営農資材センター　長岡出張所

簡易 秋田 ＪＡ秋田なまはげ 雄和グリーンセンター

準優勝
大型

群馬 ＪＡ邑楽館林 あぐり北部

島根 ＪＡしまね
西いわみ地区本部 益田グリーンセンター

簡易 長野 ＪＡグリーン長野 ＪＡファーム篠ノ井店
鹿児島 ＪＡさつま日置 吹上経済店舗

J A 賞
福島 ＪＡふくしま未来
長野 ＪＡみなみ信州
愛媛 ＪＡおちいまばり

【JA賞受賞】
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JA 東京あおば
（東京都）

透
さ
せ
て
い
く
べ
く
、さ
ら
な
る

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

概要 2024年3 月31日現在

正組合員数 　 　       2655人
准組合員数　　        2万4556人
職員数                     　
販売品取扱高           4億9千万円
購買品取扱高           2億8千万円
貯金残高            5029億円
長期共済保有高      7467億円
主な農畜産物　 キャベツ、ダイコン、

ブロッコリー、花き、
果樹

都
市
農
業
よ『
み
ら
い
』へ
。

都
市
農
業
よ『
み
ら
い
』へ
。

地
域
と
行
政
と
と
も
に

地
域
と
行
政
と
と
も
にが

常
駐
し
て
、野
菜
の
説
明
や
畑

の
案
内
を
し
た
り
、農
産
物
の
簡

単
な
調
理
法
な
ど
を
話
し
た
り
、

来
園
者
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

農
の
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て

農
の
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て

都
市
農
業
を
身
近
な
存
在
に

都
市
農
業
を
身
近
な
存
在
に

「
高
松
み
ら
い
の
は
た
け
」を

通
じ
て
消
費
者
に
農
業
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
企
画
と
し
て
、

収
穫
だ
け
で
は
な
く
種
ま
き
か

ら
収
穫
ま
で
を
一
貫
し
て
体
験

者
や
地
域
住
民
の
代
表
ら
と
意

見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
作
物
の
栽
培
を
試
験
的
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
後
は
、
誰
で
も
気

軽
に
農
業
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、農
地
公
園
と
し
て
1

年
を
通
じ
て
開
放
。J
A
の
職
員

J
A
東
京
あ
お
ば
は
、
東
京

23
区
の
北
西
部
に
位
置
し
、管
内

は
板
橋
区
・
北
区
・
豊
島
区
・

練
馬
区
の
4
区
で
す
。農
地
面
積

は
3
1
3
・
5
㌶
と
23
区
内
で

最
大
で
す
。山
手
線
の
外
側
5
～

10
㌔
と
都
心
に
近
く
、
古
く
か

ら
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
宅
地

開
発
が
進
展
し
、良
好
な
住
環
境

を
併
せ
持
つ
エ
リ
ア
で
も
あ
り

ま
す
。

J
A
J
A
と
農
家
と
行
政
が
連
携
し

と
農
家
と
行
政
が
連
携
し

誰
で
も
触
れ
る「
は
た
け
」を

誰
で
も
触
れ
る「
は
た
け
」を

2
0
2
3
年
3
月
20
日
、
東

京
都
が
指
定
し
た
農
の
風
景
育

成
地
区
内
に
あ
る
土
地
を
活
用

し
、J
A
が
練
馬
区
か
ら
委
託
を

受
け
る
形
で「
高
松
み
ら
い
の
は

た
け
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
前
は「（
仮
称
）農

の
風
景
公
園
」と
し
て
地
元
生
産

し
、農
業
の
全
容
を
知
る
こ
と
の

で
き
る
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
し
て
い
ま
す
。

農
の
サ
イ
ク
ル
を
感
じ
て
も

ら
う
た
め
に「
種
ま
き
」「
中
間

作
業
」「
収
穫
」の
3
回
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
も
ら
う
仕
組
み

に
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、品
目
ご

と
に
体
験
コ
ー
ス
を
設
定
し
、各

体
験
時
に
は
ミ
ニ
講
義
や
農
業

の
ポ
イ
ン
ト
解
説
も
行
っ
て
い

ま
す
。地
元
生
産
者
も
参
加
者
か

ら
の
質
問
に
応
え
る
な
ど
、農
業

を
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
に
は
、
と
れ
た
て
の

野
菜
の
味
を
感
じ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、地
元
生
産
者
の
庭
先
販

売
所
で
も
新
鮮
な
地
元
の
野
菜

を
手
に
で
き
る
こ
と
を
P
R
し

て
い
ま
す
。今
後
も
都
市
農
業
の

魅
力
や
価
値
を
伝
え
、地
域
に
浸

農地公園として開放

地元イベントの拠点としても活用 地域農家のマルシェも開催

トウモロコシを収穫して喜ぶ親子

埼玉県

東京都

神奈川県

（2024年3月末退職者・パートタイマー・派遣職員を除く）
374人
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JA全農の産地直送通販サイト

JAタウンはこちらから

〒179-0085 東京都練馬区早宮 4-6-5
第11回企画展「絵画は語る」永井潔の構想画
開催期間  ：2024 年 9月 5日～2025年7月26日
開館時間 ：毎週土曜日11～17時のみ
	 （年末年始・2月は休館）
入館料 ：一般 300円

お問い合わせは shop@ja-town1.com
https://www.ja-town.com

ご注文は
こちらから

富有柿の発祥の地である岐阜県からお届けする、選び
抜かれたワンランク上の「特選袋掛け富有柿」です。
「特選袋掛け富有柿」は、富有柿の成長途中に、たくさ
んの柿の中から特に色・形が良い果実に袋をかけます。さ
らに、通常11月中下旬の収穫時期を12月中旬ごろまで遅
らせ、ゆっくりと成長させることで色づきの良い大玉の富
有柿になります。
また、収穫時には重量、糖度、果色に加え、傷や虫食
いがないなどの厳しいチェックが行われ、条件を満たした
富有柿だけが「特選袋掛け富有柿」として出荷されます。
味や外観など品質に優れた「特選袋掛け富有柿」は、贈
答用としてお薦めです。

飛騨・美濃うまいもん広場飛騨・美濃うまいもん広場

全農が東京・大手町のＪＡビル特別会議室Aに所蔵・展示していた構想画「歴
史」が、作者である永井潔氏（1916～2008年）のアトリエ館で一般公開されて
います。� 【総務人事部】

全農と全国農協食品㈱、㈱ファミリーマートは、「ニッポンエール」ブランドで「ダ
ブルゴールドグミ」を共同開発し、11月19日から全国のファミリーマートで販売しま
す。※店舗によって取り扱いのない場合があります。 【営業開発部】

永井潔氏は生涯にわたってリアリズムを追求した画家でした。アトリエ館館長の永
井愛氏はその長女で、著名な劇作家として活躍されています。
同絵画は、江戸末期三河に起きた加茂一揆に想

そう
を得たF150号（2273×1818ミリ）

の作者最大の大作で、闇に揺れる松
たい
明
まつ
の炎が、命がけの行動に出ようとする農民た

ちの複雑な心情を照らし出しています。
全農が寄贈を受け、1965年に旧JAビルに設置。以降、ビル移転を経て現在は現
JAビル35階特別会議室に掲げています。

「ダブルゴールドグミ」は、神奈川県産「湘南ゴールド」の果汁と東京都産「東京ゴー「ダブルゴールドグミ」は、神奈川県産「湘南ゴールド」の果汁と東京都産「東京ゴー
ルドキウイ」のピューレを使用し、2種類の果物をミックスしたグミです。「湘南ゴールド」ルドキウイ」のピューレを使用し、2種類の果物をミックスしたグミです。「湘南ゴールド」
の爽やかな酸味と「東京ゴールドキウイ」の豊かな甘味がマッチした味わいを楽しめます。の爽やかな酸味と「東京ゴールドキウイ」の豊かな甘味がマッチした味わいを楽しめます。
全農は、国産農畜産物の消費拡大や生産振興に向けて、今後も「ニッポンエー全農は、国産農畜産物の消費拡大や生産振興に向けて、今後も「ニッポンエー
ル」の取り組みを全国の産地・品目に拡大していきます。ル」の取り組みを全国の産地・品目に拡大していきます。

岐阜県産	特選袋掛け富有柿	
秀	2 L×12玉入り・・・7500円（税込み）
※12月上旬ごろ発送

ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル

「
ダ
ブ
ル
ゴ
ー
ル
ド
グ
ミ
」

「ダブルゴールドグミ」「ダブルゴールドグミ」をを新発売新発売

全農所蔵の
大作構想画を
一般公開中

永井潔アトリエ館で公開している構想画「歴史」

神奈川県産「湘南ゴールド」と東京都産「東京ゴールドキウイ」を使用神奈川県産「湘南ゴールド」と東京都産「東京ゴールドキウイ」を使用

発行／全国農業協同組合連合会 2024年（令和6年）11月11日発行（毎週月曜日発行）
第3487号　編集・発行人／広報・調査部　澤田洋志　
〒100ー6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

『ＪＡ全農トピックス』の公式
 Xはこちらから

全農グループ販売7社合同X（旧Twitter）
アカウント「国産たくさん」国産食材の魅力
を日々 発信中！　フォローはこちらから
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